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問題番号 問い 右の図で の値を求めなさい。x

55１９ 正解

誤 答 例 つ ま ず き 原 因 分析と解消

１ 無解答 接線や弦，弧などに関連する角の関係を理解 ５７ページ
していない。 【１９－１】

２ 円の接線と弦のつくる角について理解してい ５８ページ60
ない。 【１９－２】

３ 円の接線と弦のつくる角について理解してい ５８ページ65
ない。 【１９－２】

４

正解の解説
円の接線と弦のつくる角だから， °である。55

例題 右の図で の値を求めなさい。x

45解答

60

ｘ
75



- 47 -

【１９－１】誤答例１のつまずきの分析
接線や弦，弧などに関連する角の関係を理解していないため，無解答になったと思わ

れます。

つまずきの解消
○ 基本的な定理などを理解しよう。

教科書に載っている代表的な定理を確認しましょう。
円周角の定理
同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。

このとき円周角の大きさは，その弧に対する中心角の大き
さの半分である。

【１８－３ （５５ページ）を参照つまずきの分析 】

円周角の定理の逆
２点Ｃ，Ｐが直線ＡＢについて同じ側にあるとき，
∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢならば，４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐは同じ

円周上にある。

問題１９は，この定理を用いて考えます。接線と弦のなす角 ←
円の弦とその一端からひいた接線とのなす角は，そ

の角内にある弧に対する円周角に等しい。

円に内接する四角形の性質
円に内接する四角形において，
（Ⅰ）向かい合う内角の和は °である。180
（Ⅱ）１つの内角は，それに向かい合う内角の隣にある

外角に等しい。

四角形が円に内接する条件
（Ⅰ）向かい合う内角の和が °の四角形は，円に内180

接する。
（Ⅱ）１つの内角が，それに向かい合う内角の隣にある

外角に等しい四角形は，円に内接する。
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【１９－２】誤答例２のつまずきの分析
円の接線と弦のつくる角について理解していないため，間違えたと思われます。

つまずきの解消
○ 接線と弦のつくる角については，下の関係が成り立ちます。しかし，定理を暗記す
るのでは間違って使うことにもなりかねません。必ず，なぜ成り立つのかを理解して
使うようにしましょう。
接線と弦のなす角
円の弦とその一端からひいた接線とのなす角は，その

角内にある弧に対する円周角に等しい。

＜証明＞
下図［(ｱ)(ｲ)(ｳ)］のように，接点をＡ，接線上の点をＴ（Ｔ ）とし，円周上に２’

点Ｂ，Ｃをとる。

円の弦とその一端からひいた接線とのなす角が，鋭角，直角，鈍角の場合について，
∠ＣＡＴ＝∠ＡＢＣが成り立てば，すべての場合について，成り立つことがわかりま
すね。

＜証明＞
(ｱ) ∠ＣＡＴが鋭角の場合

直径ＡＤをひく。
円周角の定理から，
∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＣ …①

△ＡＤＣで，ＡＤは直径だから∠ＤＣＡ＝ °になる90
ので（直径の円周角は °）90
∠ＡＤＣ＋∠ＣＡＤ＝ ° …②90

ＡＴは接線だから，ＡＴ ＡＤとなるから⊥
∠ＣＡＴ＋∠ＣＡＤ＝ ° …③90

②，③から
∠ＡＤＣ＝∠ＣＡＴ …④
①，④から,
∠ＣＡＴ＝∠ＡＢＣ

がいえる。

(ｲ) ∠ＣＡＴが直角の場合
ＡＣは直径になるから，∠ＡＢＣ＝ °90
よって，∠ＣＡＴ＝∠ＡＢＣ
がいえる。
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(ｳ) ∠ＣＡＴが鈍角の場合
直径ＡＥをひく。
∠ＣＡＴ’は鋭角だから，(ｱ)より，
∠ＣＡＴ’＝∠ＣＥＡ …①

四角形ＡＢＣＥは円に内接しているから，
（ ２１－２ （６５ページ）を参照してください ）【 】 。
∠ＡＢＣ＋∠ＣＥＡ＝ ° …②180

①，②から，
∠ＡＢＣ＋∠ＣＡＴ’＝ ° …③180

また，Ａは接線ＴＴ’の点だから
∠ＣＡＴ＋∠ＣＡＴ’＝ ° …③180

よって，②，③から
∠ＣＡＴ＝∠ＡＢＣ

がいえる。
(ｱ)(ｲ)(ｳ)から，∠ＣＡＴが鋭角，直角，鈍角でも∠ＣＡＴ＝∠ＡＢＣがいえる。


